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1. まず、ご自身の国際経験について少しお話しいただけますか？

高橋氏： 僕が初めて海外に行ったのが12歳。試合で行ったんですけど、そこから試合をするごとに海外にいろいろ行かせていただいたり、キャンプだったり合宿だったりで海外に行くことが多くなりました。2回目に海外へ行った時にたまたま英語が話せるスケーターがいて、何を話しているのか尋ねたら、「えっ、フランス語」って言われて。最初は英語とフランス語の違いすらもわからなかったです。こんなにも聞き馴染みのない言葉って同じ言語に聴こえるんだって思ったくらい。もちろん、様々な国の方がいるのは知っていましたけど、勉強しないとダメだなと思いました。英語の勉強は得意ではなかったですけど、いろいろ合宿とか行くあいだに、やっぱり耳も慣れてきて、その中で「テレビとかずっとつけてるといいよ」みたいな話を聞いたり、その時にずっとその喋っているのを真似することをやっていました。発音がまず難しいじゃないですか。

結構最初は難しいので、ドラマとか全然わかんなかったんですよ。なので、ディズニーチャンネルを見ながら、復唱っていうのかな、真似してやっていたら、結構発音もできるようになってきたりもしました。でもやっぱり難しい。一人で海外にポンって行った事は実はなくて。誰か周りに日本人がいる環境でしか行ったことが無かったので、やっぱり話せるまでは行かなかったんです。だからもっと今となれば勉強しておけば、勉強というか交流を持っていたら良かったなと思います。人見知りもあったので、自ら話しに行くっていうのは得意じゃないんですが、今思えばやっておけばよかったなというぐらい。話している事はなんとなくわかるようにはなってきましたが、スケートっていう繋がりがある中での会話だからです。完全なプライベートになってくると、やっぱりもう本当にわからなくて。だけど結構ヨーロッパの方が母国語ではないので、ゆっくり英語を話してくださるじゃないですか。だからヨーロッパの方の方がわかりやすいというのは感じます。

完全なアメリカの方の英語も、プライベートになると本当にわからないです。今でも全然わからないし、あとブリティッシュ英語、オーストラリア英語になってくるとさらに。ブリティッシュは本当に聞き取れないっていうぐらい聞き馴染みがないので、やっぱり聞くとか体験することをどれだけ経験するのかが大事だなっていうのは、もう海外に行けば行くほど感じるようになりました。18歳くらいの時に、ロシアに半年ぐらい住んでいたことがあるんですけど、単語とかを覚えるのは若い時の方が早いなと思いました。30代後半になって。違う国に行って単語一つ聞いても、なかなか覚えることができず、次の日には忘れてしまうんですけど、18歳ぐらいで覚えた単語は今でも覚えていたりします。やっぱり海外を経験するのはなるべく早い方がいいということはとても体感しました。

英語を書いたり、文法を学ぶというよりも、やっぱり早い段階でどれだけ会話するかっていうのが大事なんだなっていうのが分かりました。日本人はやっぱりNoっていうか、大丈夫ですっていうか。こう会話をしない、主張しないのが美徳とされるところがあって、僕はそれも大好きですけど、郷に入れば郷に従えで、海外に行くと主張しないと本当にもう存在として扱われないみたいなのを感じます。特にですけど、アジア人男性ってカーストがとても低い気がしていて、ヨーロッパは結構日本文化を尊敬してくださるイメージです。そこで活躍するにはやっぱり自分をどれだけ出していって、やっぱりガンガン詰めていかないと相手にされないっていうのはすごく感じました。大人になればなるほど感じたかなっていうのがありますかね。


2. 高橋様はキャリアを通して、国内外で他の選手、コーチ、テクニカルスタッフと緊密に連携されてきました。チームのダイナミクスにおいて、何か共通点や違いを感じたことはありますか？

高橋氏：日本の場合はコーチが言うことをまずは受け入れる部分があると思います。少し今の時代は変わりつつあると思っていますが。でも海外の場合は自分というものがあった中で、反発するときは反発するというのを小さい時からやっているなというか。「そっかそっか。君はこう思うんだ。じゃあこうしてみようか」っていう寄り添いは早かったのかもしれないです。

日本は言われてその通りにやっているから、ちょっと不安な部分も、自分が納得していないからなのか、やっぱり最後に弱い部分を感じることがありますが、アメリカの方は本番に強いっていうか。観客のパワーを自分の自信に変えられる強さっていうのを感じることがありました。  国民性なのかもしれません。


3. 世界選手権や冬季オリンピックなどの国際的なスポーツイベントで効果的なコミュニケーションを図るために、どのような戦略を採用しましたか？

高橋氏： それが僕は交流を深めることが苦手なので、あまりできてはいないんですけど。日本人よりかは海外の方の方がやっぱり全体的にオープンな気がします。大陸なのか、やっぱり様々な国がこう、いろんな方やいろんな国と交わる機会が多いので、異文化といったものに対して、そこまでの拒否反応っていうのがあまりないと思うんですよ。だから海外の方の前では、僕も普段と違い、遠慮したりしないように過ごしたり、甘えるというか、私はこれは嫌だとあえて主張するようにしている。あと宗教問題にも触れないようにもしています。



4. 世界的なスポーツ大会など、多様な異文化環境で働く上で、何か困難に直面したことはありますか？

高橋氏：その世界にどっぷり浸かったことはないので、周りのサポートもあり、困難っていうのはほとんどなかったと思います。でも逆にもし僕が英語を話せていたら、もっと壁に当たっていたかもしれないです。人と深く関わることが多いからだと思いますが、異文化としてでもやっぱりその国民性を理解しようとしなければダメだと思います。その国に入ったら国のスタイルがあるし。ぶち壊す必要もあるんですけど。やっぱりその地域を全否定するのではなく、理解しようとしなければぶつかるんだろうなって思っています。それは、人と人もそうですけど、人によっては当たり前が当たり前ではないので、これが当たり前だと思って構えていくと、摩擦も起こるし、当たり前を自分で持たないように、外に行った時はそちらの当たり前を知るっていうところを心がけています。



5. 将来、国際的な異文化環境の中で生活したり働いたりすることを考えている学生には、どのような能力が必要だと思いますか？

高橋氏: 言語はもうもちろんです。でも2カ国話せる方はたくさんいらっしゃるので、やっぱり何カ国語か持つっていうのはやっぱ武器だと思います。あとは、もちろん個人差もあると思うんですけど、海外は高校生ぐらいの時期から専門分野を取ったりとかする授業あるじゃないですか。あのシステムって日本もまだ少ないのかなと感じます。もちろんやっているところもあると思いますけど。だからこう自分が何をしたいのかっていうのをすごく持っている子が多い中で、日本は少しスタートが遅い気がするんです。いろいろ学ぶことも大事ですけど、やはりその専門のその歴が長いのは重要かと思います。

海外は貪欲な方が多い気がしているので、それぐらいの熱量を持って上を目指していくっていう気持ちがないと勝てないんじゃないかと感じます。その強さっていうものが教育の段階から大事とされているのではないかと。日本は島国なので外の影響が少ない国と、大陸続きで様々な影響下がある国の方だと、もう生まれた時からその差が違う気がします。だから愛国心が一番ない国が日本だなと思うんです。僕は大好きなんですけど、海外に行くと自分の国が大好きで、自分の国の事を熟知しているじゃないですか。政治もそうだし、興味もあるし。だから自分が日本の素晴らしさっていうものを感じて、否定しないというか、そこの強さっていうのがやっぱり一番必要なのかなという感じます。


6. ご自身の経験を通して得た、日本の学生が将来スポーツのキャリアを積む上で役立つような戦略はありますか？

高橋氏: トップっていうところでいくと、やはりよりいろんな経験というか、いろんな環境で対応する能力が必要になってくると思います。でも難しいですね。失敗は失敗ではなく、あくまで経験値なので。そのキャリアとしてやっていくには本当にいろんなことを試して、いろんなことを失敗して学ぶ強さを持ってほしいです。学ぶことがとても大事なので、それは本人というよりか、周りのサポートする方々がその失敗はダメ！という教育が一番ダメだと思います。

やっぱり失敗しないと体験できないこともたくさんあります。その目標に向かっていく上での一つの通過点だという事を認識してほしいです。常に言い続けてチャレンジしないと道は開けない。本人もですし、周りのサポートもそうです。やっぱり成長っていつまででもできるし。体の限界や時間の制限はありますけど、精神的なものの成長っていうのはすごくできると思います。それが本当に大事かなと。


7. 私がお尋ねしなかったことで、何か言及したいことはありますか？？ 

高橋氏: 語学は本当に習っておけばよかったなって思っています。その言葉を話せないと、人とはコミュニケーション取れないからです。その学校教育でもっと英語に触れるのも大事かと思います。英語は世界の共通言語じゃないですか。だから試験システムはやめた方がいいのかなと思うこともあります。文法は大人になっても学べますし、 読み書きのテストではなく、会話のテストにしてほしい。それがあったら苦労しなかったかもしれない。後でも学べることもあるじゃないですか。 会話試験があれば会話を頑張れるっていうか。小さな年齢から時間をかけてやってほしいです。その代わり日本語の授業ももちろん大事にしてほしいですけど。数学など他の科目ももちろんある程度のことは大事ですけど、やっぱり国際的になっていかなきゃいけない。じゃなきゃ勝てない。日本の良さを伝える母数が増えれば、さらに良さが伝わる。外に行くことによって、逆に日本の良さを知れるし、もっと広げられるし。中国人の方が人口的には多くて、どこにでもいらっしゃるじゃないですか。 強いよなと思うんです。 そのコミュニティをやっぱり世界にどんどん増やしていくっていう上では、もう小さな時からの教養・教育を改善してほしいなと思います。
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